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(1)事業目的

　一般国道136号は、一般国道414号とともに伊豆半島の道路網の骨格を形成する重要な路線

であるが、当該区間において、道路防災総点検の要対策箇所が多く存在しており、

交通に支障をきたしている。

　このため、本事業は、全体区間を６工区に分割し、未改良区間でのすれ違い困難な幅員

狭小箇所を解消するとともに、道路防災総点検要対策箇所の防災対策を実施し、安全で

円滑な交通の確保を目的とするものである。

(2)事業内容

　計画概要：延長6,460ｍ（道路工5,438ｍ、トンネル工408ｍ、橋梁工614ｍ）

　　　　　　道路幅員　車道6.0ｍ（全幅7.5ｍ） 

　　　　　　車線数2車線（現道拡幅）

(1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

　当該区間の交通量は、2,073台/12h（事業着手前：H17ｾﾝｻｽ）から1,697台/12h（H22ｾﾝｻｽ）

と減少しているが、地域の観光や生活を支える伊豆西海岸唯一の重要な幹線道路である。

(2)事業の投資効果

　現時点（H28）の分析結果：B/C=1.45

　　・総便益（B)　62.70億円

　　・総費用（C)　43.10億円

　狭隘かつ線形不良区間の解消により、安全で円滑な交通が確保される。

　観光交通の利便性向上による地域活性化にも寄与する。

(3)事業の進捗状況

【事業費】進捗率22.8％（平成28年度末見込み：1,038百万円/4,552百万円）

【事業量】18.5％　1,200ｍ/6,500ｍ　【用地面積】23.2％　6,734ｍ2/23,912ｍ2

【工事費】進捗率23.4％（平成28年度末見込み：1,025百万円/4,386百万円）

評価

　これまでに萩谷工区の314ｍが供用済みである。引き続き、工区ごとに事業を推進する

予定であり、平成28年度は、石部工区の橋梁工（下部工）や桟道橋床板工を実施し、

平成32年度を完成目標として事業を推進していく。

評価

　現在施行中の石部工区で軽量盛土工を採用するなど、コスト縮減を図っており、

引き続き、新技術・新工法の活用などによるコスト縮減を図っていくとともに、名勝に

指定されている地域であることから景観に配慮した工法により、事業を推進していく。

(1)対応方針（案）

本事業を（　継続　・　見直し後継続　・　中止　）する。

(2)理由

　本路線は、一般国道136号現道のすれ違い困難な狭隘区間を解消することにより、交通

円滑化の事業効果が高く、事業も順調に進捗していることから、事業を継続し早期完成

を図る。

資料3(様式１)

番号 2

事　業　名 道路改築事業 事業主体 静　岡　県

松崎町

事業採択年度 計画期間 平成18年度　～　平成32年度平成 年度

箇　所　名 一般国道１３６号 雲
くも

見
み

～松崎
まつざき

工区 関係市町村

全体事業費
百万円 投資状況

（百万円）

～H26年度 H27年度

用地着手年度

再評価理由※ 再評価実施(H23)後５年間が経過した時点で継続中

平成 年度 平成 年度

H28年度見込 計

4,552 880 108 50 1,038

事　　業

概　　要

【視点１】

事　業　の

必　要　性

対応方針
(案)

【視点２】

今　後　の

事業の進捗

の見込み

【視点３】

　　走行時間短縮便益59.91億円、走行経費減少便益2.80億円、交通事故減少便益0.00億円

　　建設投資額 40.66億円、維持管理費 2.63億円、用地残存価値 -0.18億円

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

新たなコスト
縮減・代替案

立案等
の可能性

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない
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総括表 

 

Ⅰ）総便益の算出 
 ①各種費用の H42※１の便益 

 

 ・「時間便益」：道路整備による走行時間短縮を賃金率等で金銭評価 

 ・「走行便益」：走行円滑化による燃費向上等に伴う走行経費節約を金銭評価 

 ・「事故減少便益」：道路整備により交通事故件数が減少し事故の社会費用が減少する評価 

 ・表示桁数の関係で、計算値と一致しないことがある。 

※１ 交通需要推計の適用年次 

※２ 事故減少便益は「費用便益分析マニュアル（国土交通省）」の算定式により算出しており、条件によっ

てはマイナス値になることもあるが、交通事故増加に繋がるものではない。 

②総便益の算出 

 供用後 50 年間を評価期間としているため基準年の年間経費に各年の割引率をかけ、便益を算

出し、当該道路を整備しなかった場合とした場合の差を求め、総便益とする。 
 

 

 

 

Ⅱ）総費用の算出 
 [総費用]＝[建設投資額]＋[維持管理費]－[用地費の残存価値] 

・「建設投資額」：建設費用を算出基準年次の価値で評価するために各年次ごとに割引率をかけ、合計したもの。 

・「維持管理費」：整備延長に対する年間維持管理費用に割引率をかけ、供用後 50 年間を合計したもの。 

・「用地費の残存価値」：検討期間後の残存価値を現在価値化したもの。 

・表示桁数の関係で、計算値と一致しないことがある。 

Ⅰ）総便益 B             62.70 億円 
便益＝[評価期間内に当該路線を整備しなかった場合に発生する経費] 

－[評価期間内に当該路線を整備した場合に発生する経費]

Ⅱ）総費用 C             43.10 億円 
総費用＝[当該計画道路の建設投資額]＋[当該計画道路の検討期間内に必要となる維持管理費] 

Ⅲ）費用便益比 B/C          1.45 

 走行時間費用 

(億円/年) 

走行費用 

(億円/年) 

交通事故損失額

(億円/年) 

合計 

(億円/年) 

整備しなかった場合 A 7.32 1.13 0.22 8.67 
整備した場合 B 3.90 0.97 0.22 5.09 

便益 
  A－B 

3.42 
時間短縮便益 

0.16 
経費減少便益 

0.00※２

事故減少便益 
3.58

 将来の便益 
H33～H82 

 

総便益 62.70 …B 

事業費 
(億円) 

建設投資額 
(億円) 

年間維持管理費

用(万円/年) 
維持管理費 

(億円) 
用地残存価値 

(億円) 
総費用 
(億円) 

 

40.22 40.66 220.0 2.63 0.18 43.10 …C 

一般国道 136 号 雲見松崎工区 
（「費用便益分析マニュアル」国土交通省道路局 都市・地域整備局 平成 20 年 11 月） 
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■位置図

■標準横断面図
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■交通の円滑化

■観光活性化への寄与
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